
○ 世界的な留学生獲得競争が激化する中、教育研究の向上や国家間の友好関係の強化に継続して取り組むことに加え、
諸外国の成長を我が国に取り込み、我が国の更なる発展を図るため、重点地域の設定等の外国人留学生受入れに係る
戦略を策定することが必要。
〇 そのため、 これまでの諸外国・地域の人材育成やパートナーシップ構築等の継続的な取組に加え、我が国の大学等へ
の留学を奨励・促進させるために、重点を置くべき分野や地域及び具体的な対応方針を本戦略において策定。
○ 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機に、スポーツや文化等、我が国の魅力の積極的な海外
発信に果たす外国人留学生の役割も重要。

・ASEANは我が国との人的交流が最も活発な地域であるとともに、将来的にも、日系企業の進出も盛んになる地域で
あることから、各国の状況を考慮しつつ、教育の質を確保する仕組みを構築し、量的な拡大を図る。

・我が国への留学の魅力や我が国の大学等の優れた点について集中的に広報し、留学生の受入れを促進する。
・地域の広大さに鑑み、モスクワだけでなく、我が国から地理的に近く、親日派・知日派の多い地域であるウラジオスト
クを中心とした極東地域からの留学生の受入れについても促進する。

・アフリカは、サブサハラを中心に、今後大きな成長が期待できる一方、治安や病気等の不安が大きい地域である。
今後、アフリカからの留学生を増やすに当たっては、アフリカ各国との関係で得られる成果を念頭に置きつつ、良好事
例を創出し、我が国の大学等に情報を周知することで、留学生の受入れを促進する。

・我が国への留学の魅力や我が国の大学等の優れた点について集中的に広報し、留学生の受入れを促進する。
・中東各国が用意する政府派遣奨学金を積極的に利用できるよう必要な環境整備を図る。

・企業の進出拠点が多く形成されるインドを中心として、在外公館や我が国の関係機関と連携し、我が国への留学の

魅力や我が国の大学等の優れた点について集中的に広報し、留学生の受入れを促進する。

・東アジアの中でも、我が国との関係が強く親日国であり、資源確保の観点からも関係を強化することが重要なモンゴ
ルを中心として、留学生の受入れを促進する。

・政府間の声明を踏まえた人的交流の強化を図る。

・学事暦の柔軟化や大学間交流協定の締結促進により、短期の留学生の受入れを中心に、受入数を増加させる。

・南米は、我が国の高い技術に対する関心が高く、我が国にとっても、資源の確保と質の高い人材の受入れが重要で
あることから、主に工学及び農学分野の留学生の受入れを促進する。

「留学生30万人計画」の実現を図るため、従来のODA的な考え方から脱却し、
我が国の更なる発展を目的とした戦略による「攻め」の留学生受入れに取り組む。
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我が国の発展に特に寄与すると考えられる重点地域及び今後の対応方針

外国人留学生受入れ施策の成果が十分に期待できる重点分野

戦略の在り方

平成25年12月18日戦略的な留学生交流の推進に関する検討会
基本的な考え方

具体的方策

対応方針重点地域

〇留学コーディネーターの配置などによる戦略的な外国人留学生の受入れ
○奨学金の充実と運用改善（戦略枠の設定等） ○外国語で単位や学位が取得できる環境の整備促進
○地域と連携した外国人留学生の生活支援 ○我が国で学修した外国人留学生への対応

世界の成長を取り込むための外国人留学生の受入れ戦略
（報告書）

世界の成長を取り込むための外国人留学生の受入れ戦略
（報告書）

電気、資源、エネルギー、建築等の開発分野から
防災、環境保全まで幅広く貢献できる基礎的な分
野。多岐にわたり諸外国との関係発展に寄与。

民法、商法等社会基盤を形成する実学的分野を中
心に、諸外国の法整備等に寄与することにより、現
地のみならず我が国の企業の現地進出等に有益。

医療人材の育成による諸外国の医療水準の向
上への貢献、ODA等により我が国が設立した病
院等医療施設の継続的な運営に寄与。

食料の増産、バイオマスの利用による資源エネ
ルギーの開発等に貢献することにより、現地生
活の安定、我が国の食料安全保障に寄与。


